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執
筆
者
略
歴

高
橋

和
宏
（
た
か
は
し

か
ず
ひ
ろ
）

法
政
大
学
法
学
部
教
授

筑
波
大
学
大
学
院
国
際
政
治
経
済
学
研
究
科
修
了
、
博
士
（
国
際
政
治
経
済
学
）。

研
究
業
績
に
『
ド
ル
防
衛
と
日
米
関
係
』（
千
倉
書
房
、
二
〇
一
八
年
）、

『
冷
戦
変
容
期
の
日
本
外
交
』（
共
著
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
。

玉
置

敦
彦
（
た
ま
き

の
ぶ
ひ
こ
）

中
央
大
学
法
学
部
准
教
授

東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
、
博
士
（
法
学
）。

研
究
業
績
に
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ン
ズ
―
変
容
す
る
日
米
関
係
と
米
政
権
日
本
専
門

家
の
視
線

一
九
六
五
―
六
八
年
」（『
思
想
』
第
一
〇
一
七
号
、
二
〇
〇
九
年
）、

l+BQBO`T�2
VFTU�GPS�B�3

VMFT�CBTFE�*OUFSOBUJPOBM�0
SEFS��5

IF�

+BQBO�6
�4��BMMJBODF�BOE�UIF�EFDMJOF�PG�6

�4��MJCFSBM�IFHFN
POZz�

C
ontem

porary Politics�7PM�����/
P����	����
�

『
帝
国
ア
メ
リ
カ
が
ゆ
ず
る

と
き
―
譲
歩
と
圧
力
の
非
対
称
同
盟
』
岩
波
書
店
（
近
刊
）
な
ど
。

新
見

幸
彦
（
し
ん
み

ゆ
き
ひ
こ
）

『
日
本
外
交
文
書
』
編
纂
委
員

國
學
院
大
學
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
修
了
。元
外
交
史
料
館
副
館
長
。

研
究
業
績
に
「
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
廃
棄
―
海
軍
の
論
理
と
心
理
」（『
政
治
経
済
史

学
』
第
一
九
九
号
、
一
九
八
二
年
）
な
ど
。

西
村

英
之
（
に
し
む
ら

ひ
で
ゆ
き
）

外
交
史
料
館
非
常
勤
職
員
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
協
力
室
）

中
央
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
在
籍
。
学
会
報
告
に
「
日
米
人

種
・
移
民
問
題
に
お
け
る
日
本
移
民
協
会
の
活
動
と
役
割
」（
日
本
国
際
政
治
学

会
二
〇
二
二
年
度
研
究
大
会
・
日
本
外
交
史
Ⅰ
／
東
ア
ジ
ア
国
際
政
治
史
Ⅰ
合
同

分
科
会
で
の
報
告
）。
明
治
・
大
正
期
の
日
米
関
係
に
お
け
る
排
日
問
題
に
つ
い

て
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

（
略
歴
は
刊
行
時
。）



編

集

後

記

本
号
で
は
、
令
和
五
年
度
に
外
交
史
料
館
で
行
わ
れ
た
研
究
会
記
事
を
二
本
掲
載

し
ま
し
た
。
令
和
五
年
三
月
一
〇
日
に
高
橋
和
宏
教
授
を
お
招
き
し
て
開
催
し
た
研
究

会
で
は
、
一
九
八
五
年
に
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
日
米
半
導
体
協
定
に
つ
い
て
、
国
際
政

治
上
の
位
置
づ
け
や
、
近
年
公
開
さ
れ
た
外
交
記
録
か
ら
み
た
日
米
経
済
摩
擦
に
つ
い

て
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
令
和
五
年
七
月
七
日
に
玉
置
敦
彦
准
教
授
を
お
招
き

し
て
開
催
し
た
研
究
会
で
は
、
一
九
五
〇
～
六
〇
年
代
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
東
ア
ジ

ア
戦
略
と
同
盟
政
策
の
結
び
つ
き
を
検
証
し
、
同
盟
国
の
国
内
情
勢
に
対
す
る
ア
メ
リ

カ
側
の
判
断
が
そ
の
同
盟
政
策
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
大
変
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

新
見
編
纂
委
員
の
研
究
ノ
ー
ト
で
は
、
Ｍ
Ｓ
Ａ
第
五
五
〇
条
に
よ
る
日
本
の
米
国
余

剰
農
産
物
買
付
が
カ
ナ
ダ
と
の
通
商
協
定
交
渉
に
及
ぼ
し
た
影
響
と
、
無
条
件
無
差
別

待
遇
原
則
を
め
ぐ
る
日
米
加
各
国
の
対
応
や
そ
の
背
景
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

西
村
職
員
の
論
文
は
、先
行
研
究
で
活
用
さ
れ
て
い
な
い
当
館
所
蔵
史
料
を
用
い
て
、

一
九
一
四
年
に
成
立
し
た
移
民
奨
励
組
織
で
あ
る
日
本
移
民
協
会
が
、
そ
の
活
動
を
通

し
て
い
か
に
排
日
問
題
に
向
き
合
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、令
和
五
年
度
に
開
催
し
た
日・ペ
ル
ー
関
係
一
五
〇
周
年
記
念
特
別
展
示
「
日

本
と
ペ
ル
ー
」
の
紹
介
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。
同
展
示
は
移
民
問
題
と
の
関
係
で
も

示
唆
に
富
む
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
令
和
四
年
度
に
刊
行
し
た
『
日
本
外
交
文
書

沖
縄
返
還

第
一
巻
』
の

概
要
を
掲
載
し
ま
し
た
。
同
巻
は
第
三
次
吉
田
内
閣
の
昭
和
二
六
年
か
ら
池
田
内
閣
の

同
三
九
年
に
至
る
時
期
に
つ
い
て
、
沖
縄
あ
る
い
は
南
西
諸
島
を
め
ぐ
る
外
交
経
緯
に

つ
い
て
の
主
要
な
文
書
を
特
集
方
式
で
編
纂
し
た
も
の
で
す
。
本
格
的
な
沖
縄
返
還
交

渉
に
入
る
ま
で
の
長
い
準
備
段
階
と
も
い
え
る
記
録
を
一
巻
に
ま
と
め
ま
し
た
。

当
館
で
は
、
随
時
広
報
手
段
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
夏
休

み
企
画
「
外
交
史
料
館
見
学
ツ
ア
ー
」
の
報
告
と
と
も
に
、
当
館
広
報
活
動
を
通

じ
た
教
育
分
野
で
の
貢
献
に
つ
い
て
考
え
る
記
事
も
本
号
に
掲
載
し
ま
し
た
。

以
上
、『
外
交
史
料
館
報
』
第
三
七
号
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
本
号
刊

行
に
あ
た
り
御
協
力
い
た
だ
い
た
各
位
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
掲
載
論
文
な
ど
の
論
旨
は
、
執
筆
者
個
人
の
見
解
で
あ
っ
て
、
外
務
省

の
公
式
見
解
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。〉

外
交
史
料
館
報

第
三
七
号

令
和
六
年
三
月

日

編
集
発
行

外
務
省
外
交
史
料
館

東
京
都
港
区
麻
布
台
一
―
五
―
三

電
話

〇
三
―
三
五
八
五
―

四
五
一
一

印

刷　
　

株
式
会
社
ハ
ッ
プ

外
交
史
料
館
報

第
三
七
号

令
和
六
年
三
月
二
一
日

編
集
発
行

外
務
省
外
交
史
料
館

東
京
都
港
区
麻
布
台
一
―
五
―
三

電
話

〇
三
―
三
五
八
五
―
四
五
一
一

印

刷　
　

株
式
会
社
ハ
ッ
プ

東
京
都
江
戸
川
区
松
江
一
―
十
一
―
三


